






要釣:川崎病は、その約 80%が 4 歳未満の乳幼児に発症するが、3ケ月未満の年少例や年長

例はそれぞれ 1%未満と少なく、急性期の各症状が短期間に揃わないことがあり、また、

好発年齢でないことより診断が遅れることがある。これらの症例では重症例が多く注意を

要するが、早期に川崎病と診断してガンマグロブリン療法を行なうことにより冠状動脈病

変の合併を防ぐことも可能である。


